
加舎白雄同名異人考
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1. 緒 言

〟天明中興俳譜の五傑〟と称された加舎自雄は生前,昨烏 ･自尾 (坊) ･自雄 (坊) ･春

秋庵の4つの雅号を使用しているが,これと同じ号を名乗る俳人が,自推の生前,没後に何

人か居り,しかも従来の研究の中にはこれらを自雄本人と混合した例もあり,まことに煩わ

しい.ここでは庵号を除く他の3つの雅号の同名異人を紹介,検討し今後の自雄研究の資に

したい.

2. 白 雄 号

加舎自雄と活動期を同じくする同名異人が越中にい~た.越中富山の俳人加典が明和7年
もときしみち

(1770)に刊行した 『俳譜本来道』付茄 (同時代人の作品集)冬の部に,

供花の盛久しきためし哉 自雄

の一句がみえる.同書に入集する大部分の作者にはそれぞれ出身地を示す地名の角告きがみ

えるが右の作品には記されていない.同書における地名無記のほとんどは越中であるからこ

の日雄も越中の人と考えてよいだろう.さてこの人物は 『蕉門俳書日録』 (桶屋治兵衛編 ･

天明頃成立)によると 『越の時雨』(1冊)なる俳書を刊行している.いまだ同書は未見だが

『東京大学総合図書館連歌俳譜喜目録』によると享保20年 (1735)二川門人等編となってお

り上記の自雄は越中富山の蕉門池田二川 (享保20年投)の門人であり,本書は二川の追善集

であることがわかる. とすれば,『俳諸本釆道』の作品はごく晩年のものとすべきだろう.

享保20年は,加舎自雄の生まれる3年前に相当するから大体加舎自雄の父親ぐらいの年令で

はあるまいか.ちなみに明和7年当時加舎自推は,昨鳥,自尾を称しており,いまだ自雄号

は名乗っていない.越中の自雄がいつ頃他界したか未調だが明和,安永期の俳書閲覧の際に

は注意を要する人物である.

越中の自雄よりやや早い時期甲斐にも自雄号を名乗る別人がいた.奇矯郡階の句風として

俳詔史上悪名の高い立羽不角の前句付高点集宝永4年 (1704)刊行 『一騎討』下巻 (半紙本

一冊)宝永4年11月1日分に次の一句がとられている.
丁 カケ

舞台飛傘-音羽の網懸鷹 甲州 自堆

この日雄については日下のところ上記の資料しかなく,詳細は不明である.

同じく信州の雑俳集 『奉納信州別府三十番神』(願主梅花堂 ･歌風評 ･京八月書 日刊 ･全

林花蝶軒 ･注1)に松本の同名異人の作品がある.刊年は不明であるが雑俳集の体裁等より

考えて天明をさかのぼるものであることは疑いない.作品は忠臣蔵に取材している.

石塔も大石割て四十七 松本 自雄

加舎自雄没彼,同号を名乗る俳人は6名ほどいる.
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文政2年 (1819)雪中鷹派の鴨北元がその師岩波午心のために編んだ追善集 『錦袋集』

(半紙本1冊,30丁)に越後の自雄が顔をみせる.

合歓の菜の軒端さびしや玉条 越後高ナシ 自推

高ナシ (梨)は現在の小千谷市のうちである.上記の句は午心への悼句であるからこの日雄

は午心門下と考えてよいだろう.

文化から文政にかけて,江戸にも白雄号を名乗る俳人が2人ほどいた.文政3年 (1820)

銚子の俳人大里桂丸の編んだ 『椎柴』(自雄門の今泉恒丸,素月尼夫妻の追善集.半紙本 1

冊)〝武蔵〟の部に次の1句をみせる.

薬草の野にかをりけりくもの峰 白雄

文政4年 (1821)江戸の二世秋瓜門人六草庵仙瓢が刊行した歳旦帖 『辛巳歳旦 六草庵』

(半紙本1冊 ･20丁)にも地名無記 (江戸の意)で自雄の作品が3句(歳旦吟1,春典吟2)

ほど入集している.

元日も初むかしかた天下茶や

着飾-遠山のミぞ揚雲雀

鶴も巣に春を得た('ゐ哉

雄白

岡

同

出句のあり方からみてこの日雄は純粋な仙瓢門下と考えられる.

時代は前後するが文化12.3年 (1815-6)頃,栄寿堂より発行された一枚刷り俳人番付

｢正風俳讃名家角力組｣の東方5段 (最下段)13人日に ｢エド 自雄｣の名がみえる.当時

江戸麻布には榎本星布後援のもとに二世白雄房昨烏を名乗った人物 (後述)もいた.上記

『椎柴』所載の自雄も麻布の二世の気配が濃厚である.仙瓢門の自雄と麻布の自雄とは別人

であろうが ｢正風俳詔名家角力組｣に出る白雄はその知名度からみれば麻布の自雄とするの

が妥当であろう.

天保7年 (1836)刊行の 『俳詔人名録』初編上巻 (催事編 ･中本1冊)に江戸神田鍛治町

に住む年々庵梅雪の記事がみえるが,この人物もまた自推房を名乗っている.

年々庵梅雪 鶴噂て正月めかす田面かな

笠脱で見れば事なし閑子鳥

女郎花ふかき風情もなくぞさく

ゆくとしや言も尽さぬものの恩

東都神田鍛治町 号白雄房

年々庵は加舎自雄の高弟で自推の没後しばらく春秋庵を継いだ (葛三の後継承し,再び葛三

に返上している)帰童 (のち其堂)の庵号である.詳しい履歴は不明だが,号のあり方から

考えて麻布の自雄同様加舎白雄の俳系につらなる人物であることがわかる.

天保7年より下ること10年,弘化3年 (1846)春魚編の 『自認通称千家集』(中本3冊)3

巻に伊勢の自雄の伝を紹介している.

かざす扇江の島かげの移けり 自推

北勢東海道筋泊りのさとの住.一号守口庵.通称清水伝兵衛

筆童も加舎自雄によく似ているからこれは明らかに自雄の名声にあやかった号である.もと

もと伊勢地方は加舎自雄の門人の多かった土地である.

以上管見における自雄号の俳人は本人を除いて9名の多きを数えるが,俳人以外にも寛延
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3年 (1750)10月,越後柏崎の鐘ヶ淵へ入水自殺をして近隣に話題をまいた同地西光寺住敬

自雄上人 (注2)などがいて混同されやすい.

3. 日 尾 号

加舎自雄が ｢白尾｣の号を使用したのは,鳥明に入門した明和2年 (1765)以降安永5･

6年 (1776-7)頃までで,安永3年にはすでに ｢志ら雄｣(注3)を称し,｢志ら雄｣｢自
尾｣｢志ら尾｣を2･3年間併用していた.自尾の号は,最も信頼していた師白井鳥酔が特
に命名してくれたものといわれるが,季語にもある ｢自尾の贋｣がその出所と思われる.育

年時代の覇気溢れる白雄にとってまことにふさわしい雅号といえよう.

同じ白尾号を名乗る俳人が2人ほど確認される.ただしこの2人は,同一人物である可能

性もある.まず,英日庵自芹による葛飾派一門の歳旦帖 『丁卯元除遍覧』(文化4年刊 ･半

紙本1冊 ･95丁)の巻末に近い部分に次の1句が載っている.

正月や昼過比の人しヅか 白尾

この作品の前後は,着飾沢と比較的親しい関係にあった雪中鷹派 ･宗瑞派 ･太白堂沢等の作

品が列記されており,この日尾が宕飾沢以外の俳人であることを示している.特に地名の角

書きがみえないところをみると江戸の俳人と考えてよいであろう.ちなみに自尾の後に,万

化 ･桃原とともに発句を寄せる一茶は,当時すでに葛飾沢の埼外にあり,遊星的な存在であ

った.

けふ-とて垣の小すミも若菜哉 一茶

『一茶全集』に洩れた新出作品である.

文化10年 (1813)大阪の七五三長斎編の 『万家人名録』(大本5冊)4編に江戸 の俳人と

して自尾を紹介している.前述の自尾と同一人かどうかは不明である.

自尾 姓三関,俗称弥兵衛.皇都之産,今在干東都大円.

能延る三輪素麺や春の風
しらおくにはLら

ちなみに加舎自雄と同時代の知名人に自尾国柱 (1762-1821)がいる.塙保己一 ･村田春

海門の国学者で,鹿児島藩の記録奉行となった人だが,自雄との交渉はもちろんない.

4.昨 鳥 号

昨鳥号の使用は,前述 ｢自尾｣号とほぼ同じで ｢自尾坊昨鳥｣と組んで使用した例も多い.

鳥の一字は師鳥明から譲られたものであろう.

昨鳥の同名異人は2名.1人は自雄の生前ないし同時代人.もう1人は前述の俳人番付に

登場した二世白雄房昨鳥で,この人物が今日最も混同されやすい.自雄房昨鳥が俳譜史に登

場するのは,加舎自雄の17回忌に当る文化4年 (1807)にその退著 『誹詔発句五百題』(小

本2冊)を刊行した時からである.本書の序文は自雄の高弟八木豊水と二世白雄房昨鳥,政

は自雄門の閏秀榎本星布である.自雄房昨烏なる人物と高弟整水 ･星布の関係を知るうえか

らも序政3文を次に転載してみよう.

序

和歌に類題集あり.亦題林愚抄あり.いま宏に誹優の書数多ありといヘビも四季の雑物,
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去嫌の事のミにからまりて句意の浅深強弱,虚実眼前過去のさまに不抱,唯其題を探て当座

の趣に迷えり.発句は三日諌て而後に時の師に問べし.如何してか元録の調をおこきむ事を
(▼▼) (I.<)

思ふより屡その意を窺に風光の沙汰のミ区にして句意の新舌差別なく只流行におくれじとな

むい-る事世に聞ゆ.誠に万代不易の体を考る心意より起て-古調の按をまもり楽こそいと

風雅ともいふべき也.然あれ,Iとて予が先師や春秋庵自雄居士古人の発句を拾ふて野守が鏡

となさむが為に五百題の句集を撰ミおかれLを今年哉十有七霜の追幅のために現す.依て以
3ilhE

て月を経星をかぞへて此集に遊バ､白から台詞を得む事を思ふて則さくら木に繰,葛かづら

跡永く風光せむことをおもふ.

千時文化丁卯歳秋 自雄房昨鳥誌 匝団

この書やうつしまきにてったはりけるも今年や昨烏ぬしの板にえりてすりまきになしたる

いさおしをさをさしきことをやつがれひとくだりくわへ侍りぬ.

あがたの澄水 匝l国

鉄

春秋庵自雄亡師撰集の五百題や今年十有七霜の追幅の為によてふた世の昨烏うし梓に鎮け
?nib(

るを俵にして予が草の庵に訪せ給ふによて末書てうものをなす.此道に遊給える人-蔦かづ

ら跡ながく慕ひ給-む事をおもふ

松パら庵星布 七十六 回回

昨鳥は自ら｢予が先師や春秋庵自雄居士｣と記している.そして自雄の高弟2人までがこれ

に添え書きして本書の刊行を助けている.整水 ･星布が援助したということは,昨鳥は事実

自雄門下であった可能性が強い.しかし,俳名,魔号継京のうるさかったこの時代に,加舎

自雄に紛らわしい ｢白雄房昨鳥｣という雅号をよくも許されたものである.また誰の許しを

持たのだろうか.

『誹讃発句五百題』の刊行された翌年文化5年 (1808)閏6月20日に自雄門の最長老とい

われた信州埴科郡戸倉の官本虎杖が,前記相模の同門八木農水に次のような手紙を送ってい

る (注4).

豊 水 詞 宗 凡下 卑 杖
暑中先御無難二御凌と奉還察侯.野も不相替誹用勤峡間御休意可被下院.級,隻 (私注 ･

自雄追善集 『犬椎集』)も漸出来御無心 (私注･同門として整水に出句料を無心 した)等中

上供処御承知入貴覧供.御一笑希院.御社友様-可然御通声可被下院.右之御礼早々治泉

(私注･虎杖膝下の執筆 ･上田市神畑の人 ･横山治左衛門)道中峡.尚,追々便御得申事二

供.急立早々以上.

後六月廿日

袷着て昼過までの日和哉

ミな月やさ月おくれのわすれ雨

恥入斗供.二日.此程江戸より自尾坊昨鳥門人と中老ふたり迄被参,此昨烏と中老何者なる
(▼▼)

や.葛里 (私注 ･春秋庵主倉田葛三.虎杖,自雄門)よりも不申来,其堂 (江戸の自雄門･
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春秋庵主になったこともある)三千彦 (江戸の自雄門･鈴木道彦)よりも何とも申不来,級

々変人ども星布婆々望之取持杯と申様子,伯先 (信州伊部の自雄門.中村元茂)など大二怒

居候.春秋庵再建,先いらぬ事也.夫こてよき人か御様子御しらせ可被下供.

虎杖はすでに整水の序のある 『誹諮発句五百題』を見ていたから 『犬椎集』送付の折に昨

鳥の正体を問いただしたのであろう.江戸の苫三や道彦などが虎杖に連絡しなかったのは,

鳥酔時代からの古参榎本星布の立場をはばかったからであろう.自雄門の長老として一門の

間に重きをなしていた虎杖も俳歴からみれば星布には頭が上がらない.この星布の後楯があ

れば加舎自雄本人とまちがうような大仰な俳号を名乗ることも可能である.星布は俳詔史の

中でも特に秀れた業績を残した閏秀作家の1人であるが,晩年にはこのような甘い一面もあ

ったようだ.

『増訂新撰俳譜辞典』(岩本梓石,宮沢朱明編.昭和2年刊)中 ｢俳譜人名譜｣は時折類書

にない目新しい記事を載せる文献だが自雄房昨鳥について次のような貴重な記載がある.

自雄 (二世) 或は自雄坊昨鳥と云ふ 一号は酔石館,江戸麻布竜土に任す.師没後星布

女などにて取立Lと云ふ 書は先師に似たりと.発句五百題を世に出せLは此人な

り.

昨烏の書は 『誹譜発句五百題』でみるかぎりあまり自雄に似ているとはいえない.

昨烏は星布ら中興蕉風の流れを汲みながら江戸座点取に債斜し,文化8年 (1811)から同

10年までの 『誹詰錦』20編,21編,22編3部にその名を載せている.飯島花月は｢『俳詔鏑』
管見｣(注5)の中でこの日雄を加舎自雄その人と混同しているが,年代からみて別人であ

ることは明らかである.『誹詔鏑』は江戸座及び江戸の売れっ子宗匠の高点句集で,その宗

匠の所属する沢や点印･好みの傾向までも併せ紹介している.明和5年 (1768)に初編が出

て以来天保2年 (1831)頃までに30余編が刊行された.編者は3編までほ三世湖十門の芙蓉

山雪成,4編以下は坂元の花邑久次郎 (二代雪成)である.20編下にある昨鳥の項をざっと

紹介してみよう.

白雄房 蕉門白雄房側 昨鳥

(上段一好みの傾向)附三句のわたり-いふもさら也.とかく一巻のはこび第一也.当時世

に用るき 道ゝ具という物なし.されど源氏物語,伊勢物語,古今,つれづれ,竹取すべて物

語物よし.てには留よし.蕉翁七部をワたる方よし.

(下段一高点集) 前句 すだれのほつれ陽炎の立

春風に舞の足取あでやかに

綾瀬の秋を陀つくす月

くツきりと顔の白きを灯に

草木を染る風の吹出す

弦きしの乱学府す月夜さし

水鶏なくはど出かゝる月

-ツある小粒を呉て酒もらん (以下略)+クブシル
22編では好みの傾向を ｢強弱交るべし.経文の事.男色手強かた.雪花菜汁.描,鳴猫尤よ

し.悪ル紙.いづれ付に依て高点有｣とも紹介している.投句著は本書をみて高点をねらっ

たのである.『誹譜錦』に出るからといって特に蕉風から逸脱したというわけではな く,本
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書に名を見せること自体が昨烏の江戸庶民-の人気の高さを示しているようである.鈴木勝

息氏は ｢一茶調の母体-その浮世風について-｣(注6)の中で当時の俳諸の実態を,1)趣

味俳人 (遊俳),2)純俳業俳,3)江戸座点取 (業俳)の3つに分類されているが,昨鳥は2

と3に捗って活動をもったことになる.当時流行した正風俳人番付などで昨鳥の評価が低い

のは,この種の番付が1,2を中心に編成されているからである.2に属した一茶が,2,

3に属した八巣蕉雨を軽蔑したのは当然である (蕉雨は 『誹詣鏑』にしばしば名をみせてい

る).

文化9年 (1812)一茶の友人根本-蛾の今日庵再興集 『なにぶくろ』(半紙本1冊)に次

の昨烏の発句がある.-蛾は宕飾派の俳人だが一時江戸座の点者になったことがあった.昨

鳥の句をのせたのもそうした縁からであろう.

稲妻や五十を越せはあぢなもの 昨 烏

作品の真実と作者の体験を安易に混同してはならないが上記の句には作者の感慨がみえるか

ら文化9年頃すでに知命をわずか出ていた様子である.いま便宜的に文化9年50歳と-して逆

算すると宝暦12年の生まれになるから年齢的には自雄直門としてもおかしくない.

昨鳥は天保以後に加舎自雄の所持していた ｢昨鳥｣｢舎在春秋之名｣の1石両面2頻の印
章のうち ｢昨烏｣の部分を時の春秋庵主梅笠より譲られている.これは松宇文庫蔵 『祖翁一

代俳詰』(後補題茶による.注6)の巻末余白に記された覚書によって明からである.関係

部分のみを引用する.

｢昨鳥｣ノ印,｢舎在春秋之名｣ノ印-材両面.テン印ニ ｢累良質為暇｣ ト云印.此印二
類天保ノ年間春秋庵主梅笠.此印 (私注 ｢昨鳥｣｢舎在春秋之名｣の両面一石 の印)割而
昨鳥･無底申請供.嘉永二酉六月十八日春秋奄 (私注 ･梅笠)入来.十九日,廿臥 廿一

日無底入門スル.海奄ニテ木下ヤミ,夏ノ夜ノ半歌仙.廿二日アフチ釆ル.春秋竃,あふ

ち,無底トキツレダチ横山川口清幽方-ユタ.(下略)

この文 (嘉永2年に書かれたらしい)では昨鳥が ｢昨鳥｣の印を貰ったのがいつであるのか

不明だが,梅笠の春秋庵在世は天保末年から文久3年 (1863)6月までであるから梅笠から

譲られたことはまちがいない.無底はもと八王子裁判所近くに句碑のあった無底坊是三であ

ろう.印についていえば 『誹話発句五百題』の昨鳥序に捺した ｢志良/尾坊｣(白文方印,

2行)と｢昨/鳥｣(陽刻方印)の印は自雄が生前に使用していたものに酷似する.版本で
あるから同一のものか確かめようもないが自雄没後星布の手を経由して昨鳥にもたらされた

公算も大きい.

今日最も加舎自雄と混同されやすいのは以上述べてきた自雄房昨烏である.加舎自雄は安

永8年 (1779)頃から ｢自雄 (坊)｣を頻繁に用いだし,従来の ｢自尾 (坊)｣や ｢昨鳥｣は

まったく使わなくなる.したがって加舎自雄の其暁にかぎっていえることは新旧の雅号が入

り混った ｢自雄房昨鳥｣という署名はこの世に存在しないのである.巷間たまたま二世自雄

の筆鏡を目にすることがあるが加舎白雄に似せようという意図はまったく認められない.そ

の点からも一世二世の判別は容易である.

一加舎自推のすでにない文化6年江戸の人塊陽井窮乏の増補刊行した 『増補俳諸所名集』

(小本2冊)の和泉の部に故人の作として昨烏の1句を載せている.

冬枯や志のうら葉に狐なく' 昨 -J烏
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加舎自雄の句は ｢自雄｣の号で同告 (相模の部)に耽っているから二代昨烏 ･加舎自雄以外

にもう1人同名異人がいたことになる.加舎自雄の作品中には上記の作は日下のところ見当

らない.

5. 結 論

加舎自雄の同名異人は,｢自雄｣号の場合,生前 ･出生前に3名,没後に6名,｢自尾｣号
の場合,没後に2冬 ｢昨烏｣号の場合,生前,出生前に1名･没後に1名 と都合13名 ほ ど

いた.これらのうち最も混同されやすいのは化政期に二世白雄房昨鳥を名乗って江戸の点取

俳語に人気のあった人物である.没後公刊された加舎自雄の著作を含め,短冊,粂幅等によ

る自雄作品収集の際には供重なる検討が必要といえる.

注

1,拙稿 ｢信濃雑俳書解題｣16.｢川柳しなの｣441号.昭和54年12月発行.

2,柏崎市立図書館蔵.閑甲子次郎網 『柏崎文庫』.寛延元年刊 『浄土念称決疑将』(4巻1冊)を編ん
Itくゆ)
だ自雄はこの人か.

3,｢志ら雄｣号の初見は安永3年3月,上田市別所の北向観音堂脇に建てた芭蕉塚建碑の文である.
4,澄水子孫所蔵.石井光太郎氏教示.

5,『花月随筆』所収.富山房刊.昭和8年9月発行.
6,｢連歌俳讃研究｣39号.昭和45年10月発行.
7,本静ま半紙本1冊,30丁.寛政10年10月冥 序々.寛政11年1月星布吸.巻頭に伝芭蕉の松島独吟を

掲げる.｢祖翁一代俳詔｣はもとより後人の佼題である.ふつう世にいわれる｢芭蕉翁松島独吟｣が

正題か.松宇文庫本 (家集Na9)は,その蔵書印より松原庵の旧蔵本であることがわかるが,さらに

表紙見返しには ｢桑郡 昨烏庵所蔵｣の7文字がみえる.昨烏庵がいつ頃からあった庵号かは未詞だ

が,昭和初年には八王子 (桑都)に昨烏庵佳森という星布の流れを汲む俳人がいた (桑都ゆたか会

｢ゆたか｣第百四十三回).この庵号と星布の庇護をうけた白樺房昨烏とは何らかの関係があるはず

である.


